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事 例  (氏)
項   目
A B C D G
性 男
?
轟 男 男 男 男
年 齢 駆|:81 1418
本 数  / 日 3101
禁 煙 開 始 年 齢  (才) 21:5













過 去 の 禁 煙 経 験 (回) な  し 131´■ 41 2 3～4 1 1
家 族 の 協 力 者 いる
?
1‐,導| いない いる いる いない




サイズ 30 31(31) 31■:(1黎131)1
?
? 31(31) 17(17)17(17) 17(17)
サイズ 20 21(18) 1:411(11導) 7(1) 21(21)14(14)
サイズ 10 1114:|(1121) 1
1 週 間 後 経 過 (F3) 禁煙中 111::11:I:111, |禁騨 | 禁煙中 禁煙中 禁煙中 禁煙‐中
2 週 間 後 経 過 (F4)
4 週 間 後 経 過 (F5)
?
1本吸う 1本吸う
3ヶ 月 後 経 過 無篠中 揚
?
?
6ヶ 月 後 経 過 (F71躙 輻
1年 後 経 過 稀1二
|‐l～2
本喫煙













現 在 の 本 数 /日 1211
受 診 回 数  (処 方含む ) ■: 1
来 所 相 談 1
訪 問 (丁EL含 む )
フォローアップ指導
Fl 初回指導から3～4日後に電話で 1回目のフォローアップを行う。
禁煙開始日の確認 ・禁煙に向けての励ましをする。
F2 禁煙開始日から3～4日後に電話訪間で2回目のフォローアップを行い禁煙で
きたことを誉めるとともに脱症状を確認し、喫煙再開の対策をアドバイスする。
ニコチン製剤副作用の有無の確認と対処方法について説明する。
禁煙開始 1週間目に電話訪間で3回目のフォローアップを行い禁煙開始して2
週間目が最も再喫煙し易い時期なのでなんとかこの時期を乗り切るよう励ます。
前回同様にニコチン製剤について尋ねる。
第2回目の来所。呼気中CO濃度測定し、禁煙できたことを誉める。再喫煙の
有無について尋ね、タバコを吸いたいという気持ちがあるならば、時間の経過
とともに吸いたい気持ちがなくなっていくことを話し、禁煙を続けるように励
ます。呼気中CO濃度の測定値を見て禁煙に対しての励みにもなる。
第3回目の来所。呼気中CO濃度測定し禁煙の経過について尋ねる。
禁煙後 lヶ月すると体調が良くなったことを体感していると思われる。禁煙に
対しての自信が出来始めている頃で、 lヶ月禁煙できればその後も禁煙できる
確率がさらに高くなることを伝え、自信を高めるよう働きかける。
初回指導より3ヶ月後に電話訪間でフォローアップを行う。禁煙の効果を尋ね
る。味覚がもどり食物もおいしく感じ、食欲がでてくることから体重増加がみ
られることがあるので肥満予防へのアドバイスをする。
初回指導より6ヶ月後に電話訪間でフォローアップを行い、禁煙を継続するた
めの方法を紹介する。
0タバコの害について自分なりのイメージをもつ
。禁煙理由や禁煙中の努力を思い浮かべる
0禁煙して良かったことを考える
。禁煙できたことに自信をもつ
0周りの人に禁煙を勧める
F3
F4
F5
F6
F7
F8 初回指導より1年後に電話訪間でフォローアップを行う。
F7同様にフォローアップを行う。
